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【背景・目的】 児童養護施設には、家庭で生活ができな

い子どもが生活している。「孤児」が極めて少なく、子ど

も虐待が多い。 
 彼らは、親からかまわれずに育ったから、意欲は希薄だ。

こうした経緯で入所してくるが、入所経験から保育士・看

護師等の対人援助職に就きたいという希望を持つ。この希

望を叶えるため勉学・生徒会活動、部活動さらに学費を稼

ぐためアルバイトに励む過程で、意欲・主体性が養われた。 
つまり、入所後にこのことが養われた可能性がある。しか

し、職業達成モデルは限定されている。ゆえに、この是正

のため、季節里親・週末里親に子どもが委託されることを

提言する。本研究では、入所前の子どもたちの意欲・主体

性と貧困、施設職員のサポート、進学の過程での子どもた

ちの意欲・主体性、最後に職業モデルと週末・季節里親を

考察する。 
 
【方法】 児童養護施設で生活する子どもの大学などの高

等教育機関に進学に関する研究は、主に社会福祉学の中で

語られている。これらの文献を中心に調査した。加えて、

教育学の分野での行った。 
 
【結果】 子どもは、越後によると多くは不適切な環境で

育ち、自分で何かをやろうとする意欲や主体性が育ちきれ

ていないと述べている。入所前の家庭環境が不適切であっ

たから意欲・主体に乏しい。こうした不適切な環境とは、

高橋によると、いつ殴られるかわからない、ゴミが散乱し、

水道・電気が止まることなどと報告している。鍋倉も両親

が揃っている場合でも、包丁を突きつけるなど親の派手な

喧嘩、父の酒乱やギャンブルなどで、離婚後に母が精神障

害を表出するなどと指摘している。こうした不適切な環境

では子どもは意欲・主体性が養われることは困難である。

背景には、経済的要因もある。 
 内海は、母子家庭・父子家庭が多く不安定な雇用で低収

入である。生活保護を受けているケースもあると調査・報

告している。松本も、「解雇・失業」や「借金・多重債務、

破産、経済的困窮」などを親が体験していると述べている。 
こうした状況にもかかわらず施設入所した子どものな

かには、将来保育士・看護師などの対人援助職に就きたい

という希望を持っている。 
 しかし、大学などへの進学率は一般の子どもと比較して

かなり低い。大学全入時代にもかかわらず、経済的支援が

親から期待できない施設出身者にとって、学費がネックで

進学を断念しなければならない。が、先述のように子ども

は入所経験から保育士などの対人援助職に就きたいとの

意向がある。これに対しては、職員のサポートにより、大

学受験を乗り切る意欲などを養ったと児童養護施設退所

実態調査に関する研究会は報告している。このサポートの

もと、勉強・生徒会活動そして、アルバイに頑張った。こ

れらの過程で、入所前は希薄だった意欲・主体性が養われ

たと言える。こうした彼らのなかには、対人援助職に就い

た者もいるが、妻木は施設で生活する子どもが出会う職業

達生モデルが限定されていると述べている。この是正のた

めには、里親委託の促進が一助となる。なぜならば、里親

は経済的にゆとりがあり、多種多様人間を里子に提供でき

る可能性がある。つまり、子どもを週末・季節里親に委託

することが良い案ではないか。こうすれば、先述のように

多種多様な大人と接触できる可能性があろう。里親制度が

浸透していない我が国においては、週末・季節里親は有力 
な社会資源となる。 
 
【考察】 子どもたちは、施設入所前の家庭環境が劣悪で

も将来のビジョンや夢があれば、子どもたちは勉強や部活

動などを通じて、意欲・主体性を養うことが可能である。

そして、大学などの高等教育機関に進学していくことがで

きる。 
ちなみに、青砥は何か目標がある生徒は、様々な困難を

耐え、高校を卒業できるが、目標のない生徒は、高校を辞

めていくとも指摘する。もし、子どもたちすべてが保育士

などの対人援助職に就きたいという目標があれば、高校中

退率も低下することが期待できる。もっと多くの職業達成

モデルが子どもたちの身近にあったら高校中退は防ぐこ

とは可能であった。この克服のためにも、週末・季節里親

は有効な手だ。 
言葉を変えていくと、多くの子どもたちが意欲・主体性

を持って高校生活を送り大学などの高等教育機関に進学

できたのではないか。もちろん、学歴だけがすべてではな

く人間には様々な生き方や特性があるにはいうまでもな

い。いずれにしても、目標を持つことで、意欲・主体性を

養い人生を送ることができる。 
 
【結論】 本研究においては、入所前は暴言・暴力が流布

した不適切な家庭環境で生活していた子どもたちが、入所

経験により、将来、対人援助職を希望する。この実現のた

めに、勉強、アルバイトなどに励み、この過程で意欲・主

体性が養われていることを明らかにした。しかし、子ども

たちの大学などへの進学率は極めて低い。いうまでもなく、

大学全入時代であるから金銭的な問題だ。今現在、我が国

全体に活気がないのは、大学全入時代であるにもかかわら

ず、経済的な理由で進学できない若者がいることが一因と

いってよいだろう。こうした若者のなかで、施設出身の子

どもたちのなかには、低学歴のため条件の「いい職」に就

けないから、転職を繰り返したりするものがいる。 
 以上のようなことの防止のため給付型の奨学金の充実

により、進学の可能性が期待できる。つまり、子どもたち

の職業選択の幅も広がる。言葉を変えて言うと、子どもた

ちが夢や希望を持つことで、高校での勉学や部活動などに

積極的に活動して高校中退も防ぐことができるのではな

いか。このことが、意欲・主体性を養う起点になる。 
 最後になったが、職業達成モデルが、保育士などに限定 
されていることの改善のために、週末・季節里親に委託す

ることが良い案であろうと提案した。これにより、職業達

成モデルの拡大の一助になる。里親は、一般の者より経済

的に裕福であるから多種多様な人間とも交流しており、こ

のなかで子どもたちは保育士以外の対人援助職以外の職

業人と出会うことで職業選択の幅も広くなるだろう。 
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